
模型での説明のようす集中管理センター見学のようす②

●身近にある遊水地の役割を知れてよかった。

【 西 河川レンジャー　企画 】

●場所：上野遊水地集中管理センター
　　　　　　新居遊水地、新居排水門周辺
●参加者数：26名

　自分たちの身近にある遊水地の役割や仕組みについて
学びました。大雨で川の水が増えたときに一時的に水を
ためる「遊水地」や水を出す「排水門」の操作をする集中管理セン
ターの見学をしました。
　昔の木津川では船で物を運んでいたことや川の漁師がいたこと、
過去の水害などについても教えてもらいました。

●日時：平成29年12月5日(火)

●遊水地にはたくさんの門があるけど、一つのところで遠隔操
作しているのを見学できた。

●台風のときに遊水地がどういう役割をしているのかがよく解った。

パネルでの説明のようす 遊水地見学のようす① 遊水地見学のようす②

遊水地学習のようす① 遊水地学習のようす②

●実施内容：遊水地の学習及び見学
                  集中管理センターの見学 ●昔の人の木津川とのつながり（漁師がいたこと、岩倉峡の岩を

切りだして大阪まで船ではこんだこと）を知って驚いた。

集中管理センター見学のようす①

遊水地学習のようす③


